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本日は第 27 回大阪中国人強制連行受難者追悼会に御参列いただき心より敬意を表しま

す。また、本日は、中華人民共和国大阪総領事様の御参列をいただきました。心から御礼を申

し上げ、後に御挨拶をいただきます。 

 さて、この追悼会も 27 回を数えることになりましたが、最近、日中労働者交流協会から、この

冊子「南京に『日中不再戦の誓い』の碑を建てて」が出版されました。私はこれを読み、日本軍

国主義のすさまじい中国侵略により殺戮・強奪等筆舌に尽くしがたい被害を加えられた中国

の人達と、加害国民である私達がいかにして信頼と友好を作り上げてきたか、その歴史を詳し

く知ることができました。中国は 1972 年 9 月 29 日調印された「日本国政府と中華人民共

和国政府の共同声明」以来、日本軍国主義と日本人民を明確に区別して友好を広げ深めて

いただいてきたことに心から感謝を申し上げたいと思います。 

 そして、私達日本国民側は、政府の冷たい仕打ちに屈せず、労働組合を中心として、自主的に

中国人民との信頼関係を作り上げてきたことを確認できます。日中国交回復がなされた

1972年 9月、北京に到着した田中角栄首相は「私は、長い民間交流のレールに乗って、本日、

ようやくここに来ることができました」と語りました。 

 日中友好の主役は私達民衆であることを確認することができると思います。 

 ところで、私達の意思とかけ離れたところで、日中間を離反させ、対中国に対する嫌中意識を

あおり、台湾有事などとありもしない危機意識をたきつけて、再び軍事的挑発をしようとする勢

力がうごめいています。 

 このような動きに対し、私達は、日中間には安定的な発展と未来を切り開く、「日中共同声明」

（1972）、「日中平和友好条約」（1978）「平和と発展のための友好協力パートナーシップの

構築に関する日中共同宣言」（1998）、「『戦略的互恵関係』の包括的推進に関する日中共

同声明」（2008）という 4つの重要な基本文書が日中間でとり交わされているということを声

を強くして主張し、日中間自体には何ひとつ戦争の火種になるものはなく、問題は、ただ一つ、

アメリカが日本を先兵としてこき使おうとして軍事的要求を強めていることをくりかえし批判し

なければなりません。 

 私達の追悼実行委員会の活動は、ささやかな活動ではありますが、その「心」としては、広く、

大きく、そして、穏やかな、日中友好の活動です。可能なかぎり、当初結成した頃のように労働

組合に深く浸透し、多くの支援をいただきたいと考えております。今後とも御支援のほどをお願

いし、代表挨拶といたします。 

 


